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１． 目的

スーパーＳＩＮＥＴの利用目的
●ＬＨＤ実験解析の共同実験を推進する
●実験解析サーバーに高速・柔軟にアクセス (解析機能）
●実験の状況を高速で確認（ビデオ機能：現状は不可）

研究目的
●実験解析コードＴＯＴＡＬによる平衡と輸送解明
●ヘリカル磁場配位の制御と最適化
●トーラスプラズマの知的制御に関する研究
●核融合炉の最適化研究（ＬＨＤ実験データの利用）

その他
●遠隔実験の為にLHD数値解析システムへ高速アクセス
●遠隔実験の為に核融合関連文献検索の利用



世話人(ネットワーク)核融合科学研究所・助手江本雅彦

世話人（ＬＨＤ計画）核融合科学研究所・助手宮澤順一

世話人（一般共同）核融合科学研究所・助手舟場久芳

所内全体計画核融合科学研究所・教授長山好夫

システム研究名古屋大学・工学研究科・修士１年東山 陽

輸送研究名古屋大学・工学研究科・修士１年高橋祐輝

平衡研究名古屋大学・工学研究科・修士１年澤藤忠範

輸送研究名古屋大学・工学研究科・修士１年大西 工

制御研究名古屋大学・工学研究科・修士１年浅野 敦

ネットワーク・実験名古屋大学・工学研究科・助手有本英樹

実験名古屋大学・工学研究科・助教授庄司多津男

全体計画名古屋大学・工学研究科・教授山﨑耕造

研究組織



２． SINET利用の現状

【H17年度】
・ 既設のSNETルータ(5号館）から光ケーブルを延長し、山﨑

研究室(8号館）にギガビットスイッチングハブを設置。
・ 汎用端末（パソコン）を1台接続(登録）し、主としてLHD実験

データのダウンロードと解析処理を行う。

【H18年度】
・ H17年度に引き続き、1台の端末でLHD実験データの解析

等を実施。
・ 別館(共同教育研究施設2号館）の同研究室からリモートで

現端末をコントロールし、 LHD実験データのダウンロード及
び解析を可能にするシステム構築。

内線電話によるモデム←→モデム接続
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理想的なSNET端末のリモートコントロール
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３． Ｈ１８年度研究成果

ＬＨＤ遠隔実験に関連して、下記のＨ１８年度共同研究を実施した。

■ＬＨＤ計画共同研究
「ヘリカル磁場配位とプラズマエネルギー計測の研究 」

●実験解析コードＴＯＴＡＬによる平衡と輸送解明
●ヘリカル磁場配位の制御と最適化

■一般共同研究
「閉じ込め解析コードの開発と磁場配位の制御 」

●トーラスプラズマの知的制御に関する研究

■ＬＨＤ数値解析システム利用共同研究
「ヘリカル閉じ込め解析とトロイダル配位の最適化」

●核融合炉の最適化研究（ＬＨＤ実験データの利用）

今後、ＳＮＥＴにつなぐ端末機器、ビデオ機器等の整備が必要となって
きています。
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●実験解析コードＴＯＴＡＬによる平衡と輸送解明
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コイル単純化の球状ヘリカルトカマク（Tokastar）の解析

●単純なヘリカルコイル
●球状コンパクト
●良好なダイバータ
●ディスラプシン無し

●ヘリカル磁場配位の制御と最適化

（Ｈ１８年度成果）
●実験装置建設・実験準備
●粒子軌道解析中



Comparison between NN and  LHD-1M
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●トーラスプラズマの知的制御に関する研究

ニューラルネットによる予測



ITER Simulation (3/2 NTM)
NTM on

●核融合炉の最適化研究



４． 今後の計画と要望

● ＬＨＤ実験解析（正イオンビーム加熱を含
めた平衡・輸送解析）の遂行

● 解析グループの支援によるＴＯＴＡＬコー
ドの公開の計画

● 山﨑研内の遠隔実験用端末の整備

● ビデオ機器の設置要求
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